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中
尊
寺
の
発
掘
調
査
②

224

　

中
尊
寺
跡
第
40
次
調
査
は
、
中
尊
寺
支
院
の
金こ

ん

剛ご
う

院い
ん

で
平
成

３
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
12
世
紀

と
江
戸
時
代
に
盛
ら
れ
た
整
地
層
の
下
か
ら
、
他
に
は
あ
ま
り

見
な
い
形
の
「
か
わ
ら
け
」
が
出
土
し
ま
し
た
＝
写
真
１
＝
。
同

じ
層
位
か
ら
出
土
し
た
五ご

花か

鏡
き
ょ
う

の
破
片
＝
写
真
２
＝
や
中
国

産
白は

く

磁じ

壺
の
破
片
＝
写
真
３
＝
か
ら
12
世
紀
初
め
頃
の
清
衡

の
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

第
49
次
調
査
は
、
同
じ
く
支
院
の
真し

ん

珠じ
ゅ

院い
ん

で
平
成
７
年
に
行

わ
れ
た
発
掘
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
か
わ
ら
け

は
、
40
次
調
査
の
も
の
と
似
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
衡

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
柱

ち
ゅ
う

状
じ
ょ
う

高こ
う

台だ
い

」
と
呼
ば
れ

る
土
器
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
＝
写
真
４
＝
。

清
衡
期
の
遺
物

～
中
尊
寺
跡
第
40
・
49
次
調
査
～

写真１　40次調査で出土した「かわらけ」
　ろくろで作られていて、椀形であること
が特徴です。京都の影響を受けた「手づくね
かわらけ」は見つかっていません。
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清
衡
期
の
遺
物

は
平
泉
で
も
珍
し

い
ケ
ロ
。

春の藤原まつり「源義経公東下り行列」

義経公役に寺田心さん（俳優）
　

平
泉
観
光
協
会
（
千
葉
力
男
会
長
）
は
３

月
５
日
、
春
の
藤
原
ま
つ
り
（
５
月
１
～
５

日
、
協
会
主
催
）
の
「
源
義
経
公
東
下
り
行

列
」
（
３
日
）
の
源
義
経
公
役
を
、
俳
優
の

寺て
ら

田だ

心
こ
こ
ろ

さ
ん
（
15
）
＝
ジ
ョ
ビ
ィ
キ
ッ
ズ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
所
属
＝
が
務
め
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

寺
田
さ
ん
は
愛
知
県
出
身
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
、
舞
台
な
ど
で
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

義
経
公
の
妻
「
北
の
方
」
役
や
藤
原
秀
衡

公
役
な
ど
、
他
の
主
要
役
者
は
、
４
月
中
旬

ご
ろ
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

■
藤
原
ま
つ
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

平
泉
観
光
協
会　
　

察
46
―
２
１
１
０

義経公役の寺田心さん

写真３　中国産白磁壺
　中国産陶磁器が多く出土する九州・太宰
府出土の資料を基に行われている研究か
ら、11世紀後半～12世紀前半のものとみ
られます。

写真４　49次出土のかわらけ（手前）と柱状高台（奥）
　柱状高台は、器を乗せる台として使われていたと
みられます。底から柱のように伸びた高台が特徴
で、清衡期によくみられる土器の一つです。

写真２　五花鏡の破片
　５枚の花びらを持つ花のような形をしてい
ることから「五花鏡」と呼ばれる形の鏡です。
12世紀初め頃のものとみられます。模様のな
い面を磨いて使っていました。

食
生
活
改
善
へ
、15
人
が
推
進
員
に

７年ぶりに保健栄養教室を開催
　

町
は
、
生
涯
に
わ
た
る
食
育

の
推
進
に
向
け
、
食
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

活
動
す
る
「
食
生
活
改
善
推
進

員
」
を
養
成
す
る
保
健
栄
養
教

室
を
、
２
月
ま
で
全
６
回
の
日

程
で
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
し

た
15
人
が
講
義
や
調
理
実
習
を

通
じ
て
生
活
の
改
善
や
公
衆
衛

生
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け

た
ほ
か
、
減
塩
を
意
識
し
た
調

理
に
つ
い
て
学
び
、
推
進
員
と

し
て
活
動
す
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

７
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

教
室
は
、昨
年
11
月
に
開
講
。
町

学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」を
会

場
に
、
調
理
実
習
に
加
え
て
運

動
実
践
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
２
月
22
日
は
最
終
回
と

な
り
、
太
り
に
く
い
体
を
作
る

た
め
の
目
安
と
し
て
、
食
事
を

取
る
時
間
帯
や
飲
酒
量
、
１
日

に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
量
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
、
15
人
が
青
木

町
長
か
ら
修
了
証
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
高
橋
輝
子
さ
ん
（
17

区
）は「
家
庭
で
の
食
事
で
塩
分

量
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
、

薄
味
で
も
慣
れ
る
と
十
分
だ
と

感
じ
た
。
今
後
は
推
進
員
と
し

て
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
地

域
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

調理実習で、脂質の少ない豆腐や鶏むね肉を
使い、カロリーを抑えた「トマト麻婆豆腐」を
作る受講者＝２月22日

全６回の講座を終え、青木町長から修了証を
受け取る阿部真由美さん（１区）＝２月22日


